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不動産レポート完成図

不動産レポート
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【不動産レポート】

・地図などを張り付けることができるので、お客さまとの不動産の場所の確認にご利用いただけます。

・相続人の中には物件を知らないケースもありますので、お客さまに喜んでいただける資料のひとつです。

・不動産レポートに2年分の路線価図を貼り付けることで、路線価の変動を示すこともできます。



● 不動産レポートを作成してみましょう。

①【データ入力・検索】をクリックします。

② 顧客情報を新規入力するか【検索】をクリックし

て、顧客情報を入力シート上に表示させます。

・顧客情報を新規入力する場合は【顧客情報入力方法】

の説明書を参照して入力してください。
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顧客情報の用意

初期画面

①

②
データ入力シート



顧客データの検索方法
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(1) 【検索】をクリックします。
(2) 【はい】をクリックします。
(3) 【顧客名】または【顧客ID】で選択肢を絞り込むことができます。
(4)  検索リスト上で検索するデータをクリックして選択します。
(5) 【検索】をクリックします。 
(6) 通常は【検索】をクリックしてください。

※  (6)で【削除】をクリックした場合は、指定した顧客データがDATAファイルから削除されたうえで入力シートに表示されるので、
再度【登録】をクリックすることで、DATAファイルに登録することができます。

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)



③【不動産レポート】をクリックします。

・下の画像のように不動産レポートが出力されます。

  ・次に地図や写真をレポートに貼り付ける作業に移ります。

④【MAP・路線価図】をクリックします。

㌽ ④では入力した不動産※1の場所をGoogleマップで表示

したり、指定した年度の国税庁の路線価図※2を表示する

ことができます。

※1 不動産入力時『住所』を入力しておく必要があります。

※2 不動産入力時、国税庁の路線価図の『URL』を入力して

おく必要があります。
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不動産レポートの出力

出力された不動産レポート

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

③ ④

データ入力シート



● ここから先はインターネット環境が必要です。

⑤【地図表示】をクリックします。

・ブラウザーが立ち上がり、Google Mapが表示されます。

⑥ 地図上で右クリックをして、【印刷】をクリックします。
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MAP・路線価図

地図表示機能

⑤
⑥



⑦【Snipping Tool】を立ち上げます。

  ・Windows10以降では標準搭載されています。

㌽ Windowsロゴキー + Shift + S キーを３つ同時押しが

     Snipping Toolのショートカットキーです。

⑧【新規作成】をクリックします。

  ・画面の色が変化します。

⑨ ⑨の赤枠内の文字やロゴ（帰属表示）が入るように、

マウスで切り取りたい範囲を指定すると切り取りがで

きます。

<重要>

・Google MapやGoogle Earthを活用する場合は、不動

産レポートは無料で提供し、あくまでも補助的な役割

で非営利目的である必要があります。

・⑨の帰属表示を加工・編集することなく不動産レポー

ト内に表示する必要があります。

・ストリートビューは非営利目的であろうと、不動産レ

ポートに使用することは禁止されています。
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Snipping Tool（画像の切り取り）

⑨

⑧



⑩ PowerPointに戻り、右クリック + 貼り付け

を行い、大きさや貼り付け位置を整えます。

＜重要＞

・Google社の帰属表示が表示されているか確認してください。

・Google社以外の資料を使用する場合は、その利用規約に準じて

使用するようにしてください。

⑪ 不動産の数だけ⑤～⑩を繰り返し行います。

次ページでは、指定した年度の路線価図を表示する機能を説明します。

不動産レポート作成方法については以上です。
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不動産レポート完成見本

地図等の貼り付け



● 指定した年度の路線価図（国税庁）を表示する機能を説明します。 (不動産入力時に国税庁の路線価URLを入力しておく必要があります。）

⑫『r01』＝ 令和元年 『h26』＝平成26年であり、この部分を変更することで指定した年度の路線価図を表示できます。

⑬【路線価の表示年を変更する】をクリックします。

例えば、『r01』→『r05』と入力し、【変更】をクリックします。 ・全ての路線価URLが変更されます。

⑭【路線価図】をクリックします。（インターネット環境が必要です。） ・指定年度の国税庁の路線価図が表示されます。

㌽ 不動産レポートに2年分の路線価図を貼り付けることで、路線価の変動を示すことができます。

路線価図表示機能については以上です。
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MAP・路線価図

路線価図表示機能

⑬

⑫ ⑭

⑬
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